
 

レヴォーグのリコールについて 

平成 26 年 9 月１１日 

 

平成 26 年 9 月 11 日、富士重工業株式会社より、国土交通省にレヴォーグのリコールを届け出いたしました。 

リ コ ー ル 届 出 番 号 ３４２８ リ コ ー ル 開 始 日 平成２６年９月１１日 

不具合の部位（部品名） 原動機（エンジンコントロールユニット） 

基準不適合状態にあると

認める構造、装置又は性

能の状況及びその原因 

エンジンコントロールユニットのプログラムが不適切なため、触媒劣化診断が適正に

実施されない場合がある。そのため、触媒が劣化しても警告灯が点灯しないおそれが

ある。 

改 善 措 置 の 内 容 
全車両、エンジンコントロールユニットの制御プログラムを書き換える。また、点検を

行い異常が認められた場合は、触媒部分の排気管を良品に交換する。 

 

車名 型   式 通 称 名 
リコール対象車の車台番号 

の範囲及び製作期間 

リコール対象車 

の台数 

備 考 

ＤＢＡ－ＶＭ４ 
ＶＭ４－００２０３１ ～ ＶＭ４－００９２６６ 

平成２６年 ４月２１日～平成２６年 ７月３０日 ６，３８２  

スバル 

ＤＢＡ－ＶＭＧ 

「レヴォーグ」 

ＶＭＧ-００２０９４ ～ ＶＭＧ-００４２１０ 

平成２６年 ５月１３日～平成２６年 ７月３０日 １，９６４  

 （計２型式） （計１車種） 
（製作期間の全体の範囲） 

平成２６年 ４月２１日～平成２６年 ７月３０日 
（計８，３４６台）  

 

 

 


